
審 議 会 等 の 会 議 結 果 報 告 書 

 課所名 高齢者福祉課 

会 議 名 令和２年度 第３回 諏訪市高齢者福祉計画・介護保険事業計画推進委員会 

開催日時 令和３年２月１５日（月）   １３時３０分 ～ １４時３０分 

開催場所 諏訪市役所 ２０１会議室 

出 席 者 

（出席者）                                           （敬称略） 

推進委員会 

委員長 松本宙明 副委員長 小澤清一 

委員 笠原健一 蟹江弓子 冨田和彦 今村貴保 神永記男 若尾昌充 

小泉敏夫 知見寺園子 村田千壽 宮坂正義 武川正 

事務局 

健康福祉部長 関隆雄 

高齢者福祉課長 河西一浩 介護保険係長 徳永理恵 

高齢者福祉係長 有賀恵 同係主査 伊藤雅文 同係主任 両角あずさ  

資   料 

・令和２年度 第３回 諏訪市高齢者福祉計画・介護保険事業計画推進委員会～次第～ 

・諏訪市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画（素案修正版） 

・パブリックコメントにおけるご意見と市の考え方 

・【資料１】施策の体系 

・【資料２】第６章 諏訪広域連合第８期介護保険事業計画 

・【資料３】用語解説 

・【資料４】ご意見用紙 

 

協議議題（内容）及び会議結果 

１ 開 会 （河西課長） 

 

２ あいさつ （松本委員長） 

 

３ 協議事項 

（１）高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素案修正版）について （事務局） 

  ・パブリックコメントにおけるご意見と市の考え方と素案修正版の説明 

（２）意見交換 

 ①第１章 意見なし 

②第２章  
（委員） 

   ・この計画は「よく読まないと理解できない」ような専門的なものでは困る。住民目線

が必要。 
（委員長） 

   ・計画を配布する対象者は。 
   （事務局） 
   ・冊子として配布するのは、市議会議員、介護保険事業所、施設等。諏訪市ホーム



ページで公開するため、一般向けとして作成。内容・文章の表現については、再

度検討する。 
③第３章  
（委員長） 

    ・Ｐ４２図はカラーと白黒とどちらか。他にカラー印刷とするページはあるか？ 
   （事務局） 
    ・図はカラーだが、他の資料については白黒を予定している。 

④第４章 
    ○基本目標Ⅰ 

（委員） 
    ・地域包括支援センターとライフドアすわは一緒に活動している。Ｐ５１の「予防と

住まい」について、ライフドアすわは介護予防として認知症講演会等実施している

が、介護予防は契約内容に含まれていないため、この表現は検討してほしい。 
○基本目標Ⅱ 

（委員長） 
    ・Ｐ５７には様々な用語がある。国保データベースも解説が必要。 
    ○基本目標Ⅲ 意見なし 

○基本目標Ⅳ 意見なし 

    ○基本目標Ⅴ 意見なし 

⑤第５章 

（委員） 

    ・関係機関との連携について、「老人クラブ」が入っていない。入れてほしい。 

（委員） 

    ・人材の育成・資質の向上について、各施設での人材確保が悩ましい。原因として

介護の仕事に魅力を感じていない。介護現場に魅力を感じてもらえるよう、学校

を含め若い人への働きかけが必要。 

（委員長） 

    ・人材育成・資質向上はこの計画で触れることが大切。「魅力ある介護の世界にす

るにはどうしたらいいか」、ということを明記することが大切。 

⑥第６章【資料２】 

（委員） 

    ・【資料２】１行目に「本広域圏」とあるが、どこを広域というか、これを見た人が理

解できるように、丁寧な説明を明記したほうが良い。 

（事務局） 

    ・本広域圏を諏訪広域圏と表現すればわかりやすくなるか。 

（委員） 

    ・この計画は諏訪市の計画だが、介護保険事計画は広域計画となる。そのことが

住民に伝われば良い。 

⑦用語解説 

（委員） 

・「ライフドアすわ」について、まだ一般の方が理解していないような気がする。 

地域で聞かれることがある。 

（委員） 



 ・地域福祉計画には様々な内容に「ライフドアすわ」が記載されているため、必要

なら用語解説に入れる方向で。 

（委員） 

    ・「ユニバーサルデザイン」も解説が必要。 
    ・地域包括支援センターとライフドアすわの関係性がわからない。医師会附属の

地域包括支援センターと思っていいのか？ 
（委員） 

    ・介護保険法の地域支援事業の中の４事業をライフドアすわは行っている。言わ

ば包括支援センターの業務の４事業をライフドアすわで請け負っている。両者合

わせての包括ケアシステムの仕事。その役割分担の図を作成したが、載せたほ

うが良いか。 
地域包括支援センターを医師会に設置したわけではない。医師会が４事業を請け

負い、日赤や社協と協力して市と一緒に事業をしている。 
（委員長） 

    ・諏訪市以外の市町村には在宅介護支援センターがない。諏訪市は在宅介護支

援センターを４事業所に分散させ、相談業務を受けている。本来なら中学校区に

１つ在宅介護支援センターに相当するものがあればいいが、諏訪市は（市域を）

１つと決め、ライフドアすわがマンパワー的に行うこととなった。ライフドアすわと

地域包括支援センターの仕事内容を区分けする表があれば、用語解説に入れる

ことも案。 
（委員） 

    ・「生活支援コーディネーター」も加えたほうが良い。 
 

⑧全体を通じて 
（委員長） 

  ・策定している第８期計画は、第７期計画に比べて、２５ページぐらい増加し、充実し

た内容となった。手元に渡った際に活用してもらえるようにしたい。 

 

（３）今後のスケジュールについて （事務局説明） 

・次回第４回推進委員会 ３月１５日（月）３０２会議室 １３：３０～ 

・計画に対しての意見を２月２２日（月）までに事務局へ提出 
・事務局で案を作成し、委員へ送付。最終案となる。 

 

４ その他 

 

５ 閉会 （小澤副委員長） 

 


